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は し か ぎ

旧足羽町か、昭和42年度より国庫補助を得て実施して きま した一乗谷朝倉氏遺跡環境整

備事業第 1次 3ケ年計画は、当初の予想を上まわって 400年もの長い間埋没していた庭園

および館跡か再び白日のもとにさらされ、中世史研究の上に数多くの貴重な資料を提供で

きましたことは皆様すでにご承知のことかと 思い ます。

このたび、昭和46年 7月29日付をもって 278haの地が特別史跡として格上げ指定されま

したのを契機に、昭和46年度から国庫補助を得て福井県が発掘調査および環境整備事業を

担当し、福井市か史跡地管理を行なうという機能分担で相互に協力しつつ事業を推進して

いくことになりました。

福井県は、 朝倉氏遺跡を＇ ＇歴史との対話を生み 出す場’＇として位 置づけると ともに、「朝

倉氏史跡公園基本構想」を近畿都市学会に委託して策定していただぎ、その構想を基本と

しつつ、今後は＇＇特別史跡 一乗谷朝倉氏遺跡調査研究協議会’'の助言のもとで'‘特別史跡

一乗谷朝倉氏遺跡調査研究所＇＇を設立して、本格的な発掘調 査 ・環境整備事業をすすめて

行 く方針です。

本書は、今年度に実施しました第 1 次•第 2 次 • 第 3 次の発掘調査およひ環境整備事業

の概要をまとめたものです。事業が緒についたばかりですので不備な点も多くあるかと思

われますが、一般の利用に供することができますれば幸いです。

なお、この概報を刊行するにあたりまして、御指導と御教示を賜りました文化庁をはじ

め奈良国立文化財研究所の関係各位、および猛暑酷寒の中で調査に汗を流していただいた

地元城戸ノ内町の方々に対し、心からの感謝の意を表しまして発刊のごあいさつといたし

ます。

昭和 47年 3月25日

福 井県教育委 員会

教育長 加 藤 秀 雄
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事 業 の 概 要

一乗谷朝倉氏遺跡は、昭和 5年文部省から史跡名勝として指定を受けた時から注目され、

昭和40年には一部指定地か拡大追加され、城戸跡・城跡・館跡 ・付南陽寺跡の約 7.2haか

史跡およひ名勝となった。その段階で、当時の足羽町は昭和42年度より国庫補助を得て環

境整備事業第 1次 3ケ年計画を実施した。結果、遺構の残存状況はきわめて良好であり、

また近年学会においても中世城郭都市の研究上この追跡のもつ価値か高く評価されつつあ

る現状から、広域的かつ総合的な視野からの保存と整備の必要性か強く要請されるように

なった。

昭和46年 7月29日、朝倉氏遺跡か特別史跡として区域 278haに広域指定されたのを契機

に、昭和46年度からは、福井県教育委員会か従来の足羽町の成呆をひきつぎ、国庫補助を

うけて発掘調査と環境整備事業の主体となリ、福井市か用地の買収および遺跡地の管理を

担当するという機能分担で事業をすすめることになった。

幅井県は、朝倉氏遺跡を史跡公圏として広く活用していくための基本構想を近畿都市学

会に委託して作成していたたいた。内容は下記のとおりである 。

朝倉氏史跡公園基本構想 近畿都市学会

(B 4、横組 2段、本文35頁、図版20頁）

目次

序言

I、史跡公園構想の前提 史跡と観光

II、計画地域の自然環境

III、計画地域の文化 ・社会環境

N、計画地域整備の方針

V、史跡公園の総合整備計画案概説

要旨

結語

付記

さらに、今後の発掘調査および環境整備事業の指導体制の万全を期すため’'特別史跡一

乗谷朝倉氏遺跡調査研究協議会”を発足させ、委貝を次の方々に委嘱した。
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専 門 未女 貝 未女・ 員

伊藤 ：I ふ絃 （都市工学） 青園謙三郎 （郷土史）

井上鋭夫 （歴 史） 石川 成志 （地元代表）

岸谷孝一 （建 築） 大久保道舟 （歴 史）

木原啓吉 （都市環境） 黒板昌夫 （歴 史）

近藤公夫 （造 園） 田治六郎 （造 園）

重松明久 （歴 史） 戸塚文子 （評論家）

田畑 貞弁 （造 園） 星野芳郎 （環境衛生）

坪井清足 （考 古） 松下 圭一 （政 治）

水上 勉 （作 家）

なお、昭和47年 4月1日からは、'‘福井県教育庁朝倉氏遺跡調査研究所’'を設立し、基本

構想の趣旨に もと すき、 研究協議会の助言を得て第 1次 5ケ年計画を実施する運びとなっ

がヽ0

昭和46年度の発掘調査は、事業の議会承認かおくれた こともあ って、 7月14Bから総事

業費 600万円（うち国庫補助額 300万円）で実施した。奈良国立文化財研究所と協議のう

え、朝倉氏館跡の北側土塁（第 1次）、東山腹水路延長部（第 2次）、館跡南側・西側土

塁（第 3次）の調査を行なった。環境整備事業は、総事業費 1000万円 （うち 国庫補助額

500万円 ）で、奈良国立文化財研究所の実施設計によ り既に発掘調査の終了している館跡

池庭部と、館跡北側土塁について破損個所を修理復元することを基本原則として整備を行

なった。なお、今年度の発掘調査及び整備事業の面積 ・期日を下に示しておく 。

調査次数 発掘調査地区 発掘面積 調 査 期 間

第 1 次 館跡 北 側土塁 652m' 昭和46年 7月14日～12月7日

第 2 次 東山腹水路 34m2 昭和46年 9月16日～ 9月25日

第 3 次 館跡南 ・西側土塁 1, 740m' 昭和46年 8月23日～ 3月15日

合 計 2,426m' 
(735坪 ）

環境整備 環境整備対象地区 対象面積 施 行 期 間

I 館跡北側土 塁 652m' 昭和46年 12月27日～ 3月25日

II 館跡池庭部 520m' 昭和47年11月20日～ 3月25日

合 計 1, 172m' 
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調 杏 の 概 要

第 1次調査

7月14日から館跡北側土塁 (SA58)の上面およひ内側逍構を検出する目的で調食を開

始した。土塁に直角に幅 1mのトレンチを 5本設定し、土塁に石垣の存在することを確か

めた後、東から遺構の検出を行なった。その結果昭和44年度に発掘 された建物 2棟 (SB

34 ・ 40)か各々北側へ 1間つつ広かることか判明するとともに、東山麓をめくる土石の排

水溝 (SD78)か土塁の基底部を束から西へ流れて、途中凝灰岩の暗渠排水路から外濠ヘ

続いていることか確認できた (8月19日）。北側土塁のはは中央のとこ ろでは 、幅3.0mの門

跡 (S855)か検出できた (8月25日）。土塁には斜めにとりついた階段 1ケ所と、直角に

とりついた階段 2ケ所とかみられる。土塁の幅は上面で約l.2-5.6m、基底部で5.6~

8.0m、長さは約90mある 。土塁上面には、焼土灰層は認められす、何らの遺構も確認て

きなかった。土塁の内側斜面には高 さ0.8-2.6mの河原石を野面積みに構築した石垣か検

出されたか、斜めにとり ついた階段よ り東側では山麓を削り出したままであった。

館跡全景 （東南から） 朝日新聞社提供
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第 2次調査

館跡東側山腹の池庭 (SG 20) 

への水路のと りつき 部を確認す る

ために、 9月16日より約 1週間で

第 3次調査と 併行 して調査を実施

した。

第 3次調査

南側土塁 (SA 60)、西側土塁

(S A 59)の上面およひ内側の逍

構検出を目的として、 8月23日よ

り調査を開始した。南側土塁では

上塁のはほ中央のところで、幅2.4

mの門跡 (SB56)か検出された

(9月29日）。 内側の石垣は、他の

石垣と違って 、径1.2~1.6m前後

の巨石を用いている 。 しかも、東

側には明らかに二次的遺構と考え

られる河原石の野面積石垣か張リ

出してとりついていた。昭和43年

度に発掘された建物 (SB 03)か 朝倉館跡付近地形図

ら南へのびる 王石の排水溝 (SD90) は、土塁石垣のとこ ろで西側へ折れ、隅櫓跡 (SB

57)付近で土塁から外濠へ抜けている 。南側および西側土塁の隅の高まりは、従来から櫓

跡と考えられていたか、発掘の結果、土塁内側の平坦部で櫓を構成すると考えられる礎石

列 を検出した (10月12日）。 西側土塁では、士塁に二次的にとリつけられた長さ 6mの石列

を検出(lo月16日）したはか、土塁へ直角にとりついた階段 2ケ所を確認した (10月22日・

23日）。西側土塁をめ〈る排水施設は認められなかった。焼土灰層は、南側および西側土塁

の隅で多量に検出されたはかはあまり確認できなか った。井戸 (SE26)は、従米からそ

の存在か知られていたが、今回の調査で底まで掘り下げた。底部には木製の井戸枠か組ま

れており、遺物の殆んどか火を受けた状態で出土した。なお、南側土塁東よりで、暗渠（

SX88)を検出した。池庭 (SG20)の水を外濠へ排水する施設であると考えられる 。
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遺 構

昭和46年度の発掘調査は 、館をと りかこむ三方の土塁に重点をお いて実施した。その結

果、土塁、門、排水溝、暗渠など土塁周辺部の状況を明らかにすることかできた。これで

館跡内の調査は、北西隅部1400m'と東南隅の松雲院墓所1200m'を残すのみ となり、館のほ

ぽ 8割を終えたことになる 。検出した主な遺構は、土塁 3、門 2、櫓 1、階段 5、溝 3、

暗渠 2、通路 lなどである 。なお、方位はこれまでの報告と同様に正面を西、 山側を東と

してのべる 。

S A58 北面の土塁で、その幅は上部でl.2-5.6m、基底部で5.8-8.0m、高さは1.0

-4.0 m。東の山際から西に向 ってなだらかに傾斜し、全長90mを測る 。この土塁は、 山

際でやや北に触れ、西面土塁に対し、先端で開いた形をとる 。土塁には、中央に門と、内

側に3基の階段が設けられ、内側斜面には河原石積の石垣かあるが、山際では地山を削り

出したままで、石垣は認められなかった。 土塁内側の基底部は 、一直線をなさず、門 SB

55より西側か南に張り出している 。これは館内の建物配置に影響されたものと考えられる 。

土塁上部では 、遺構は検出できなかったか、階段のおさま りか らみて 、さはどの削平をう

けているとは考えられない。

S 855 S A58のほぼ中央に 設けられた門で、間口3.0m、奥行5.5mの規模をもつ。門

内には 5cm内外の王砂利か敷きつめられていた。この門は、 主殿 SBIOに至る通路の正面

に位置してお り、門の南側にあ

る排水溝の中に1疑灰岩の溝蓋ら

しい板石か落ち込んでいた。

S X 6 I ・ 62 ・ 63 S A 58の内

側にある 3基の階段で、 SX61 

は門より東側で土塁に斜めにと

りつき、 SX62 ・ 63は門の西側

にあって土塁に直角にとりつく 。

t1 いずれも土塁の内方にとりこま

れたもので、羽目や段には土塁

石垣と 同様な河原石が使用され
北 面土 塁全景
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西 束
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西 側 土 塁 立 面 図 10 、m

ている 。 S X61は幅1.2m、高さ 2.6mで 7段分、

S X62は幅1.7m、高さ 1.1mで4段分、

は幅1.5m、高さ1.4mで 5段分か残存していた。

S A58の南側に設けられた排水 、｝

溝である 。いすれも 玉石で両側を護岸したもの i'｛へ＼L _、：、 cゞ！も '・ •̀  
• L._ V 導 ， ＇ ｀`＼ 4．ら・

S 082は、＾
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、』ヽ ．， ．．．ナ
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S D82 ・ 85 

で、幅0.6-1.0m、深さ0.5mである 。

西流し 、

S X63 

東の山裾から北流して きた溝か SA58に沿って

山際から約22mの地点で、 1疑灰岩の板

石を箱組にした暗渠 SX84を通って、土塁の北

側に抜けている溝である 。なお 、門 S855東端

この水も SX84 

なっている

って西流し

続している

西面土塁は、全長90m、上面幅］．5～

2.0m、基底部幅7.0mの規模で、 高さは1.7mで

から SX84までの間は東流し、

から土塁の北にぬけるように

85は、 S B55の東端から始ま ． 

に検出 された暗渠 SX86に接

S A59 

SD 

上面ははは水平にな って いる 。現在残っている

唐門以北は削平さ れている 。朝倉始末記などに

よると西面土塁にも門が存在したことか判るか

S B 55門

S X 61階段 S X 84暗渠
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調~ 介した範間内ては門跡は

検出さ iしなか った。おそら

〈現存する 1,-I!-141.lの位附に l"l

か設けられてし、たのてあろ

う。：1-尉 内11lijには 、北I(Il土

似ど 1lllしように野1(11柏みの

れ坦かみられた。 しかし唐

門付近ははとんとのわか抜

かJ.Lておリ 、災こめ石か全

血に蒻呈し 、わすかに恨れ

か 2'31 I 残 っ —ー しヽる状態

てあ った。 S A59の南端部 南 面 土 塁 と 櫓 跡

ては、 わ坦か二重にな ってお リ、 この部分では二次的な修築か行なわれている 。なお、土

塁南部内側に、 •長さ 8 m、輻 4mの土石柏のテラ ス状 (SX66) のものか土塁から張 り出

している 。性格は刊然としないか、二次的に修染されたものて、南端部石垣の修築と同時

期のものであろう 。

西1/ii土塁にも 、

63と同様てある 。

S X64 ・ 65の 2山ドの階段かあ り、構築法は北面土塁にみられた SX62 ・ 

S X64は、1111/,l.9m、裔さ 1.6mて段石は 4段分、SX65は、 幅1.7m、高さ

l. 7 m て段1]か 6は分残存し てし、た。

西面土塁上端部も、階はのおさま＇ ）からみて 、さはど削平されたものとは考えられない。

なお 、この土塁に伴う 排水溝は認められなか った。

S X 63階段 S X 65階段
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S A60 南面土星は、全

長70m、上伯l輻 2.0Ill、枯

底部幅IO.Omで、麻さは 山

際で4.6m、 中央部から西

方にかけて 3.6Illとなだら

かに傾斜するか、西端部で

は 4.2Illと急に高くなる 。

この土塁の平面形は北面土

塁と対称的に 山際て南にふ

れている 。

この土塁の中央部にも門

か設けられているか、階段
南面土塁

はない。内側斜而には石垣かあり、大部分は 1.2111前後の巨石を用いて いるか、東側の山際

では、 50cm前後の山石を用いている 。 また 中央部付近ては 、二次的な補修かみられる 。

S B56 南而土塁のはは中央て、土塁基底部から 2,0 mの高さの所に、間口2,4m、奥

行 4.0mの門かある 。柱が礎石付でなく掘立杜てある，点か注目される 。この門は 、館内よ

1) 2.0 m も高い位置にあるのて、館内から門に登る何らかの施設かあ ったはすてあるか、

明確なものは検出できなか った。たた、門の正伽て土塁から北へ 4.0m離れた地点に lOX

15cmの角柱の柱穴らしきものか 1.2mをへだてて東西に 2個並んで検出された。あるいは、

木製の階段か設けられたのかもしれな い。

S B 56門 S 857櫓 とSX67 
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S B57 土塁

の西南隅は、前

辿したように南

面土塁や西而土

塁より 1段高く

なり、南北 5.0

m、東西 6.0m 

の平坦部かある 。

ここに櫓の存在

が推定されてき
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調壺発掘 区 全 景

た。土塁」・」(IIには 、何の逍構 も検出 てきなか

ったか、土娼入隅内｝） に、東JIり6.Om (3 1:u) 

X i4且じ 5.3rn (2 I廿l）の礎い夕りかあるのて、桁

の一 カを寸．塁 I．．端て文ける 構込の杓かあ った

のではなし 、かと 名えら ilる。

S B57の北側礎ィ，夕りの北に(ii行 して 、 1 Ill 

前後の11を2列，忙へた SX67かある 。外側に

1(1iをそろえて おり、柏に関連 したものと 名え

られるか性格は11j然 としな し‘。
S X 88暗渠

SD  91 南I(II土塁束端に近しヽ 所から 、土塁に 沿って西流する排水溝て、櫓の東方のとこ

ろて土塁を たち1,.ijって南の外隊に 1/iげして しヽる。

なお、 この土畠東端部ては、,iりの調査て検出 された湯殿跡庭匝lに登る 階段付近から山際

に沿って南流する (iIgの延長部と凝灰岩板石て柏組に したII音楽 SX88を検出した。

の入口 の石は、凝灰岩板石 を '‘田の字＇＇邸 に 〈リ抜し，tこ柑，Iりなも のてある 。

この暗渠

-JO-
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S 834 ・ 40 いすれも北 1(1ij．．塁

内側東力部にあ リ、以前の調介て

大部分か検出さ札て いる 。今回の

調ft てlIIlJ{•東 とも 北側 に 1 1:11 (木iI::J 

S B34は1.75111、 SB40は1.85m)

のltliかつ 〈こと か明らかとな った。

S E26 館内南部中央にある径

1. 3 Illの11組 の井戸て、以りりの調

杏てその存介は知られていた。今

回底 まで掘り下げたところ 、5.8m

の深さかあリ、底部に一辺1.2111の
S D71つづら折れ溝 山上平坦部

木板をはそ組にした枠か検出さiした。出土追物には 、火 を受けた ものか 多か った。

S D71 前年度に検出 した 池SG20にti.〈つつら折れの溝て、今回は山上の平i「l部て長

さ8mはど検出 したか、逍存状況か悲く、その先は不明てあ った。なお、環培整仙事業施

行中、 SD71の束）jにある淵め池のJ}L|；力の1、2111の地、点て輻30cmの土れ組みの南北溝 SD

70を一部検出 したか、調査血柏か小さし、ために 、性格を明らかにはしえなか った。

S X95 館内南部にある 、11ii]側に土11を並へ、中 を砂利敷とした幅1.2111の道路である 。

この追路の行先は東南隅の染所に辿 して おり、松土：院時代の蒻所への参道であっ た可能性

力；・り狙し‘。

最後に 今回の逍構の性格について粕・ニト考える ：卜を辿へておく 。館をとりまく 三方の土塁

は、追構の残存状況から みて 、さは ど上部か削半さ iしたものとは考えられな¥,‘。 とすると、

北i(li上塁や西伽土塁は、館内から 1.5-2.0mの翡さてあって 、紅外に低い感かする 。ある

いは土塁上面に柵のようなものか設けら iLていたかもしれなし、 0

門は、 土塁の各辺に一所すつ設けられており、 土塁の外方には濠かめ〈 っているから 、

当然橋か懸けられていたてあろうか、今回の調森ては明らかにする ことかできなかった。

「朝倉始末記」によれは義景館には西ノ門（ 「朝介亭御成記」ては御門。以下同し） • 北ノ

門 （裏御門 ）・中 ノ門（中門 ）の 3つの門のあったことかわかる 。 もしこの館か義景の館で

あるとするならは、西面土塁にある門は 「西ノ門」・「御門」に、北面土塁て検出した SB

55は、 「北 ノ門」・ 「裂御門」に、南面土塁で検出した S856は、 「中ノ門」・「中門」に各

々相当するものと考えられよう 。

-11 -



遺 物

出土追物には 、土器類 ．if;"／！釦器til•石製品類なとかある 。 こ れらの迅物は 、 今 回の調壺

か土塁とその周辺 とに1，点かおかilたため、比較的に似は少なか った。 しかし 、そilても

発掘区のはは全域から 出土し 、特に 土塁枯／Lい部に沿 った一1.，れ溝内からの土帥質l1ILの多最の

出土は注目さ iLよう 。以下、 リヤl.i直物のおもなものにつし 、て説明 を加える 。

土器類 土器類には、茶料、什甘：-ie（雑器）なとかあり 、特にJlll.甕などの雑器穎か多〈出

土した。

茶器ては 、天目茶碗か社目されるか、全て 破片て出 土し た。下図 4は、溝 S090か

ら出土したものて、口径11.5('/11。 l」縁部伯下はくひれて外反してお ＇）、口端部は丸〈おさ

めてし、る 。器壁は褐 色を呈し 、淡し、1り褐色の飴釉 を施し ている 。底台はヘラて中くはみに

削り とっている 。大I::I茶碗には 、その他にも褐色の飴釉 を施したものや、黄褐色の釉を施

□ 
-- - - -

S 

5 % 

陶 器実測図

-12-



したいわゆる黄天目といわれているものもある 。また、高台

も内伽を平た＜ 削り とったものや、中央部に兜巾の跡の残さ

れたものなどかある 。瀬戸製のものと考えられる 。その他に

も、茶器としては、煎茶用の茶碗や明代の染付茶碗、水指、急

須などの破片か若干出土している 。

什器ては、染付 ・青磁 ・白磁 ・黄釉 ・灰釉などを施した碗

頬の他、九谷焼の皿や、鉢 ・土釜などかある 。染付には明代

のものもある 。青磁には酒壺の蔽や浮き模様のついた壺など

かみられ、全体に器壁か厚 く胎土に鉄分か多い。これらは宋

代から元代にかけて中国の龍泉窯で製作されたものと考えら

れる。 白磁には 、宋代の定窯で製作されたと考えられる陶器

片も 出土している 。九谷焼では、口縁か花稜形で獣型把手の

ついた高台付皿か 1点出土した。石川県九谷 2号窯でも頬似 天目茶碗 ．鉢• その他

したものか出土している 。 前頁図 5は、志野釉か施されており、 16世紀頃のものと考えら

れる 。内面底部には三叉 トチ1良か明瞭に残されている 。須恵質の」Illは約 5個体分はど出土

しているか、全て高台の付いた耳llllてある 。土師質土器のlllL(28 ・ 43)は、その作 りか灯

明皿のと全く同じであるか、全体に口径か大きく、作りも丁晰であり、しかも灯心油痕か

認められない。鉢では 、揺鉢か多く 、全部で約30佃体分か出土している 。前頁図 3は口径

約30cm、高さ約15cmで、 くしは 9本。焼成は堅固て大胆な作りである。器形はさまさまで一

定の規格をもたないのか揺鉢の特長となろう 。他には 、口端部を丸くおさめたものや、ヘ

ラで内側を削りとったもの、片口を作りだしたものなどもあり、くしによる条線も8~10 

本のものか多いか、それを内面器壁に間隔をあけて施すものもあれは全面に施すものもあ

る。また 、 くし 1本分の幅も 細かいのや、太いのもある 。そして描鉢のはとんどは 、底部

は安定かよい。前頁図 2は、口径32cm、高さ 9cmの鉢である 。焼きひすみかみられ、内面

には 3方向に、 くしによる半円弧の文様か施されている 。外面底部には 4個所に一辺約2.5

cmの正方形のいわゆる下駄脚か削 り出されてお り、越前窯の所産と考えられる 。 土師質土

釜(51)は、口｛釜11cm、高さ 7.5 cmの小形のものである 。作りは非常に柑雑な手つ〈ねで、

ロ縁部や鍔部たけに柚ナテを施している 。煤の付着もみられる 。

雑器としては、猥片力、多く出土した。前頁図 5は、口径35cm、高さ 53cmて、義景墓所西

側の黒色土／罹よリ 、切 リ込んて出土したものである 。口縁部は原 く、口端部は 、はほ水平

-13-



に成形されている 。底部は平底で、器壁内面には枯土接合面や

指圧痕かよく残っている 。他には、外面胴部9;‘‘本”や井枠など

越前窯III期の特長的な押印のみられるものもある。土師質の皿

は、その殆んどに灯心油痕のみられる所から灯明皿として 利用

されたと考えられる 。灯心油狼の認められないものは什器とし

て用いられたかもしれないか、ここては灯明lIIlとして一括して

述べる 。灯明lIIlの殆んどか土塁周辺の溝中から出土し、その溝 和鏡

上に焼土陪の堆梢かみられるとこ ろから 、朝倉氏減亡前の日常品として中世土器編年の資

料上、重視されるであろう 。土師質Jillは手法上 4種類に分類できる。 I(次頁 1~ 5）はロ

径 7cm、高さ ］．7～ 2.3cmて手つ〈ねてある 。口縁部も指による押えで正円をなさない。底

部は丸底て作りば祖＜灰褐色を呈す。この型式は、灯心油痕か全く認められす、灯明皿以

外の用途に使用されたものかもしれない。 II(次頁 6~13)は口径83~9 cm、高さ 1.8-2.2

cm。口緑部は横ナテ成形かみられ、口端部は全体に厚でである 。内面口端部にはわすかに

一条の凹線かはいる 。底部内 ・外面には指による押えかみられ、丸底である 。全体に褐色

を呈す。III （次頁 14-27)は口径8.5~9.4cm、高さ l.6-2.2cm。内面底部と口縁部とに横

ナデかみられ、ナデ上りは全て時計方阿である 。内面口端部に一条の凹線かはいり、外面

底部は指による 押え を施している 。全体に褐色を呈 し、灯心油痕の有無は半々である 。N

（次頁29~48)は口径9.5~ 10. 5cm、裔さ 2.0~24cmのものと口径11-12.5cm、高さ 2.2~ 2.4 

cmのものとの 2種類かある 。 ともに内面底部にはナデか、外面底部には指による押えか施

されている 。口縁部は外反しており、底部と口緑部との境は、強くナテを施すため明瞭な

段を残す。内而口端部に は一条の凹線を施し 、底部は平底か凹底で安定は非常によい。 ナ

テ上りは全て時計方向て、褐色を呈す。 灯心油痕の有無は半々である 。この型式の灯明皿

は、今回の調査では最も多く出土し、室町時代の灯明皿の標式と 考えてよいであろう。

金属器類 金／属器には 、若干の角釘と鋭 ・銭等かある 。和鏡 （上図）は門跡 (S856) 

の表土直下から出土した。径 7cmの小型円形鏡てある 。青銅製でひすみかみられる 。紐座

は亀甲で、緑高は 0.4cm。界圏は単圏で、内区には外区にも一部はみだして梅の木 2本と

一部局に相対する烏類 2羽か描 き出されている 。

石製品類 i疑灰岩製の火炉や、その蓋などが数点出土している 。

今回の調査では井戸 (SE26) 出土の土器の殆んどか火を受けていたことと、宋 ・元 ・

明等の中国陶磁の出土か注目された。

-14-



--1 

~2 

¥ 3 

¥4  

¥ s 

¥6  

ミ

叉

＼ 

＼ 。

~I 

¥ 2  

ご 13

¥4  

¥s  

叉 6

¥ 7  

¥ 8  

□,  
＼。

~I 

＼ 

¥3  

¥4  

¥ 5  

~6 

¥ 7  

ミニニーノ7,

＼ 

＼ 

ご

＼
 
＼
 

＼
 

＼
 

文

＼
 
＼
 

＼ 

＼ 

＼ 

＼ 

＼ 

＼ 

＼ 

・-一 ーノ

~ 9 

こ 50

＼ 

土師質土器実測図
0 5 10 15Cm 

| l l I l | l l l | | l l | I I 

-15-



整 備

昭相46年度の整備工事は、発掘て検出した建物拡りK部の舗装と北1IIll石坦の補強工事、 1廷

園修復工事およひ池 (SG20)」-．方の整備工事、井戸枠復原工事などてあ る。以下各工事

別にエ法について辿べる 。

建築遺構 今年度の発掘調奔て SB 34 ・ S B  40かそ れぞれ北へ 1間分拡張することか判明

し、アスファルトの追加舗装 を行なった。また昭和43年度発掘調査で SE27より検出した

井戸枠片 （図中薄墨をかけた部分）および井戸の規模よ

リ、井戸枠を同し石材 （i疑灰岩切石）で復原し SE27上

に設甜した。

° "．, 
l ・ • ・ • I ・ ・ I 

井 戸枠

門

北石垣のはは中央に ある 門は、排水を考慮して 、追構

の小石敷の上に三和土でペーブし 、その上に径10cm内外

の小石を敷きつめ、さらに化粧砂利を敷いた。

石垣補修工 石垣補修は逍構の残存状況により次の 3つ

のエ法に分けて施工した。

①柏み直しエ 門より東巾10m位の石積部分は崩壊寸

前のため、同 し柏み方て、目地を樹脂で補強し、梢み直

しを行な った。

②クラウ トエ 門より西側43.7mの部分は、石梢みの

補強を考え 、クラ ウト 注入作業を行なっ た。（ 図参照）

A工区はセメント ミルク 、Bエ区は薬液 （珪酸ソーダー

• 水 ・ セメント ・ ペントナイトの混合液）をそれぞれ石

垣天端より加圧注入し た。 ミルク注入は、 21ケ所、直径

5 cmの注入管ロ・ノ トで最裔深度 1.8m、平均0.7kg /en!'の

注入I王力て、 1箇所平均 950e注入した。薬液注入は25

ケ所、同ノぐイプて、最高深度 1.8m、平均0.7kg/cm'で 1

箇所平均llOO/1,注入した。注入想定図は断面図に示す。

ともに施工にあた り、石垣の表（目 地）に 、液か吹き出

さないよう 、圧力を加減したり、断続注入を行な った。

-16-
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また 門よリ西側の石垣上面に 巾 1mの砂利敷園路を造成し、法面には張芝を行なった。

③合成樹脂による固化

グ ラ

土塁東よ りの石柏のない部分のうち約15面について実験的に試

みた。ますエポキシ系合成樹脂(A)を内

径10mmのア リミ パイプを通して注入し、

土留を部分的に固化 し、しかるのち 、

ウ 卜 工法図

れらの塊状部分をアク リル系合成樹）j旨

(B)てバイン ドし、さらに注入口(C部分）

をエポキシ系合成樹脂（ C）に着色剤を添

加 したものを充坦し 、土表面の色に似せ

が~o 

貯水池周辺整備工

①貯水池堰堤工

ため、貯水池前面に 、天端「jJ60cm、基底

巾 1m、高さ 1.5m、長さ 17mのコンク

リート擁壁を埋設し 、盛土して 池周辺と

も張芝で修景した。

②展望所造成工 貯水池下方の台地を、

展望と休養を目的とした小広場として整

備した。湯殿跡庭園に上る通路より下る

砂利道の園路を設け 、台地は花商岩敷石

とした。

貯水池の崩壊を防ぐ

また台地の西端に法面の崩壊の

防御と安全性を考應して、 ンガラを組み

盛土して、高さ50cm位の土塁を築いた。

修景として喬木（クス・サクラ・カシ等）

加圧注

エポキシ樹脂

エポキ‘

樹 脂加 工断 面図

北側土塁 （東より）
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庭園全景

展望 ・休 養広場

灌木 （ッツジ ・サッキ ・ノ、キ）を

柚え、，；K芝をした。

庭園修復工事 庭lilの修復は、上

部の附水池よリ発するつつら折れ

の水路お よひ[il路、イ 1lu、池護 I’;;’.

ii糾、滝イi組の修復など多岐にわ

たるか、全般的に修復工串か過度

にならぬよう、 とくに留紅し て行

なった。以下にエ半の概略を記す。

池護i［・ 護；『石組のうち土圧で前

面へ倒れている石 8個 を、その掘

I) }jにあわせて起こし、 また欠失

する部分を、移動していて旧位臨

＇ の不明な112個で補な った。池底

につい ては径30cmはどの天端の平

な11を敷きつめてあ り （一部欠失

して 1,, るヽか）、その迅存状況か良

し、ので補修は一切行わなか った。

石垣補修 庭園の南より下方と正

面中段の 2ケ所に石垣かあり、残

存する石および裏込めをもとに、

下方については約 3m’、中段につ

いては 1段なしヽ し 3段柏て約 5111'柏み足 し水路の護岸につないた。

水路修復 庭園上部斗寸Il地て検出した護；贔と底石を 利用して貯水地よりの給水路とするた

め補修 ・延長した。

すれを旧規に復し、

また階段状をなす水路の護屈 ・底石およびシャクダン石護岸の位置の

崩壊を防〈ため目立たぬようモルタルて目 地 をつめた。

滝石組 滝は落差約 2m を5段のは格とし ているか石組は土圧により石数個か崩れていた。

幸い流れの底石かよく残り流れの I―りか復原てきるのて、 それにあわせて石を組み直した。

園路 池北よりの石橋から 、池の後をまわり南下方の石垣にそった石段に至る飛石のうち、

一部位罹のすれて いるものは 1日規に復し 、無い所は砂利敷とした。水路には、i小石橋を架
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した。池の北よりに石橋の残片か残って いる所は、暫定的に同し 巾の ヒノキ板をその上に

渡した。

柏栽 根 しめとしてサ ッヤ、ッツノ をてきるたけひかえめに柚栽し、
中段石垣上部の緩傾

斜地にはツノゞキ ・ツッジ
・サッキなとをすこし柚栽 し、他の地被はすへてコケによ った。

なお昭和46年度のエ4Vi'tは 1,000万円てあ り
、施工は株式会杜熊谷組か行な った。

整備計画図
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特別史跡一乗谷朝倉氏遺跨発掘整備関係者

文化庁記念物課

仲野 浩、安原啓ホ．田中琢

奈良国立文化財研究所

坪井清足、牛川喜幸、八賀 晋、河原純之、安沢智士、伊藤太作

佃 幹雄、宮本長次郎、田中哲雄、沢田正昭、天田起雄、渡辺康史

幅井大学考古学研究会

王邑みな子、榎 泰利、 南洋一郎、伊藤隆三、広嶋良彦、毛利千里

詣本信悟

輻井県教育庁文化課

谷口陸男 、大権一男、武藤正典、渡辺久治、小坂t専師、 木下召 乙

仁科章、水野和雄

執箪分担 総 括 木下召乙、水野和雄

事業の概要 木下召 乙、水野和雄

調査の概要 木下召乙、水野和雄
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